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１．研究計画の概要 

本研究は、複数の人間が係わるプロジェク
トで生成・収集される各種情報を共有し活用
するための情報共有システムの構築法を考
案することを目的としている。通常の情報検
索は、これらの情報を文書集合と考え、その
中から目的にあった部分文書集合を効果的
に検索することが主たる目的とする。しかし、
プロジェクトの過程で得られる情報は問題
解決の過程を反映したものであり、それらを
時系列情報としてとらえることによってプ
ロジェクトメンバに問題解決の過程を
remindさせたり、同種のプロジェクトに携わ
る人間に問題解決へのヒントを与えるシス
テムの構築が期待できる。そこで、本研究で
は、特に時間情報を考慮した時系列文書の処
理技術に焦点をあてて、情報共有システムを
構築することをめざしている。 

本研究では、以下の２つの課題を中心に研
究を進めている。 
（１）時系列文書モデルの提案とモデルの獲
得支援法 

まず、時間とともに文書に記述されている
トピックがどのように変化しているかを把
握するための時系列文書モデルを構築し、次
にそのようなモデルをデータから学習する
ための効率の良いアルゴリズムを開発する
ことが中心的な課題となる。 
（２）情報共有システムの試作と評価 

上記のモデルを用いて、情報共有システム
を構築し、手法の評価を行う。本システムで
は、従来の情報検索機能に加え、潜在トピッ
クに基づいた時系列文書モデルも用いてト

ピック変遷マップを提示する機能を実装す
る。そして、このような多様な情報閲覧・提
示機能が情報共有システムに及ぼす効果に
ついて分析する。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究の中心課題である時系列文書モデ
ルの構築と情報共有システムの試作を行っ
ている。 
（１）時系列文書モデル 
時系列文書モデルにおいては、各文書はそ

の内容と生成時間の組とみなされる。文書の
内容については、基本的に、従来の研究と同
様に文書を bag of words(BOW)とみなして
いる。本研究では、潜在トピックより BOW
と時間の両方を生成する複数の確率モデル
を考案し、その効果について検討を進めてき
た。本研究で考案したモデルは、BOW の生
成については、いずれも近年注目されている
文書生成モデル Latent Dirichlet Allocation
と同様に Dirichlet 事前分布と多項分布に基
づいた確率モデルとなっている。一方、文書
の生成時間については、①時間を一定の幅で
区切り、この離散的な時間を用いてトピック
と文書生成時間の関連を表すモデルと②時
間軸上での連続的な確率分布を用いてトピ
ックと文書生成を関連づけるモデルを考案
した。また、時系列データからこれらのモデ
ルを獲得するためのモデル推定アルゴリズ
ムを開発した。トピックトラッキングの評価
用コーパスを用いてこれらのモデルを評価
したところ、時間軸に対して単峰的な分布関
数を持つトピックについては高い精度で抽
出できることがわかった。 

 



（２）情報共有システム 
共有情報共有システムではさまざまな形

式で記述された情報を扱う必要がある。これ
らの情報を上記のモデルで扱うためには、フ
ォーマットの統一や情報の抽出が必要にな
る。そこで、文書から各種の属性を抽出する
ための情報抽出法の研究を進めた。ここでは、
文書のレイアウトや構文構造に基づいて重
要な情報を抽出すためのページ文法を提案
しその効率的な構文解析アルゴリズムを開
発した。 

次に、文書に現れる重要な情報を文書間で
結び付けるための近似マッチングアルゴリ
ズムを開発した。この研究では、類似度を計
算するための統計的なモデルを考案し、その
モデルのパラメタをベイズ学習するための
Gibbs サンプリングに基づくアルゴリズムを
開発した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
当初の計画どおり時系列文書モデルを構

築することができた。また、情報共有システ
ムについては、より効果的にトピックを抽出
し、その変遷を見つけるために、文書からの
情報抽出に関する研究を行った。この課題は、
計画立案段階では重視されていなかったが、
トピック抽出の性能向上に効果があると考
え取り組んだ。その結果、システムの試作に
若干の遅れがあるが、全体として、おおむね
順調に進展している。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は情報共有システムの試作を中心に

研究を進めることを計画している。 
（１）トピック変遷マップ構築機能 
本研究で考案したモデルにもとづいてトピ
ック変遷マップを提示する機能を実装する。
また、トピック変遷マップ上で、各トピック
における主要なキーワードの変化を追跡す
ることによってトピック中の主題の変換を
抽出することを試みる。 
（２）プロジェクト参加者とトピックの関連
度の抽出 
プロジェクトに参加する各メンバと関連の
強いトピックを結びつける機能を実装し、メ
ンバに新規情報を推薦することを試みる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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